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Abstract The fluttering and feeding activities of Shijimiaeoides divinus asonis were observed 
in the Aso area of Kumamoto Prefecture in Japan. The peak population increased during 
periods of light rainfall during the April-May period of very high temperatures. Fluttering 
activity was correlated with sunlight intensity. The five species of plants were recorded as nectar 
sources for the first time. The favored colors of flowers were purple, yellow, and white in order 
of frequency. The butterflies may show a preference for feeding on the same flowers rather than 
different ones. Fluttering and feeding activities reduced between 12:30 and 13:30. To 
maintain the habitat of this butterfly, it is important to conserve Trifolium repens, as it is a 
favored source of nectar. 


Key words  SAijimiaeoides divinus asonis (Matsumura), rare species, fluttering activity, feeding 
activity, grassland, conservation. 


は じ め に 


著者 ら は , オオ ルリ シジミ Shijimiaeoides divinus asonis (Matsumura) の 阿蘇 地域 に お ける 生息 状況 や , 
本 種 の 分 布 と 食 草 の 分 布 と の 関係 , 個体 数 を 変動 きせ る 要因 と し て 野焼き が 重要 で ある こと な ど を 明 
ら か に し て きた (村田 ・ 野 原 , 1993; 村田 他 , 1998). 


本 種 の 飛翔 行動 に つい て は , 本 州 産 亜 種 で ある S. divinus barine (Leech) に 関す る 報告 (KE HEM, 
1982) が ある が , 九州 産 亜 種 に 関す る 報告 は な く , 大 規模 な 個体 群 を 対象 と し た 調査 で は な か っ た だ た 
め , 未だ 不明 な 点 が 多い . 


チョ ツウ の 訪 花 行動 に 関し て は , モン シロ チョ ツウ Artogeia rapae crucivora な ど , 個体 数 の 多い チョ ウ に 
関す る 報告 は 多い も の の (広瀬 , 1954: Ohtani, 1985; Hirota & Obara, 2000), 環境 庁 に よっ て 希少 種 の 
指定 を 受け , 全国 的 に も 分 布 が 限ら ちん て いる 本 種 の 訪 花 に 関し て は , 蜜源 植物 の 種類 に 関す る 報告 ( 福 
田 他 , 1984; 村田 ・ 野 原 , 1993; 村田 他 , 1998) が ある の み で あり , 訪 花 行動 に 関す る まとまっ た 報告 は 
これ まで の と ころ な く , 実験 室内 や 網 室内 な どの 閉鎖 環境 で な い 野 外 の 自然 条件 下 に お ける 訪 花 行動 
の 解析 は 今後 ます ます 重要 と な る で あろ う . 


飛翔 お よび 訪 花 行動 を 調査 する こと は , 活動 時 間 帯 を 明らか に し , 本 種 と 天敵 を 含む 他 の 生物 と の 関 
係 や , 餌 資源 お よび 生息 環境 を どの よう に 利用 し て いる か を 明らか に する と と に つなが り , 有効 な 保 
護 策 を 検討 する 上 で 必要 で ある . 


本 報 は , 本 種 の 保護 に 関す る 条例 が 施行 きれ , 研究 手法 が 制限 きれ る な か , まとまっ た 個体 群 を 有 し 全 
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国 的 に も 唯一 の 生息 地 と みな され る 阿蘇 地域 に お いて , 野外 に お ける 飛 交 お よび 訪 花 行動 を 調査 し , 
本 種 の 活動 時 間 帯 と 資源 と し て の 蜜源 植物 の 利用 に 関す る 基礎 的 な 資料 を 得る と 共に , 新た な 訪 花 植 
物 を 明らか に する こと を 目的 と し て いる . また , 調査 結果 を 元 に 蜜源 植物 と し て 最適 な 種 を 選定 し , 本 
種 の 保護 に 必要 な 蜜源 植物 の 保護 に つい て 報告 する も の で ある . 





材料 お よび 方 法 


発生 消長 に 関す る 調査 は , 村田 他 (1998) と 同じ 阿蘇 郡 阿蘇 町 白水 村 の 生息 地 と 阿蘇 郡 阿蘇 町 の 生息 地 
に お いて 10 分 間 , 500 m の ルー ト 上 の 左右 5 m の 範囲 で 発見 し た 個体 を 計測 する ルー ト セ ン サ ス 法 を 
用 いて , 毎回 , 10:00-13:00 まで の 間 に 実 施し た . 設定 し た ルー ト は , Figs 1,2 に 示す と お り , いずれ 
も 本 種 の 個体 数 が 多い 生息 地 を 縦断 し て お り , 調査 地 は , 阿蘇 内 輪 山 を 挟ん で 反対 側 に 位置 し て いる . 
1997 年 の 調査 日 は , 4 月 7 日 , 4 月 17 日 , 4 月 23 日 , 4 月 29 日 , $ 月 I1 日 , 3 月 20 日 , 3 月 27 日 , 6 月 
3 日 , 6 月 6 日 の 9 日 間 , 1998 年 は , 4 月 11 日 , 4 月 20 日 , 4 月 29 日 , 5 月 5 日 , 5 月 9 日 , 5 月 18 日 , 5 
月 19 日 , $ 月 21 日, 6 月 1 日 , 6 月 4 日 の 10 日 間 , 1999 年 は , 4 月 5 日 , 4 月 24 日 , 5 月 1 日 , $ 月 6 
日 , $ 月 12 日, $ 月 17 日, 5 月 22 日 , 5 月 31 日 , 6 月 4 日 , 6 月 12 日 の 10 日 間 で あっ た . な お , 調査 期 
間 中 の 平均 気温 , 降水 量 に つい て は , 調査 地 に 最も 近い 阿蘇 山 測候所 の 記録 を 熊本 県 気象 月 報 よ り 引 
用 し た . 


ROG SB SABES, 5:30 か ら 18:30 まで の 1 時間 お き に 発生 消長 に 関す る 調査 と 同じ 阿 菊 郡 阿 
菊 町 白水 村 の 生息 地 と 阿蘇 郡 阿 菊 町 の 生息 地 に お いて , 同じ く 10 分 間 , 500 m の ルー ト 上 の 左右 $ m 
の 範囲 を 飛翔 し て いる 個体 を 計測 する ルー ト セ ン サ ス 法 を 用 いて 1997 年 と 1999 年 の 2 回 実施 し た . 
1997 年 5 月 5 Ald, 熊本 県 阿蘇 郡 白 水村 の 生息 地 に お いて 実施 し , 1999 年 5 月 22 Ald, BURR BRENT 
の 生息 地 に お いて 実施 し た . な お , 毎回 調査 時 に は , 1 時 間 お き に 気温 と 湿度 を 地表 か ら お よそ 1m の 
高き で 直射 日 光 を 避け て アー スマ ン 通 風 乾湿 計 を 用 いて 計測 し , 照度 に つい て は , トプコン デジ タル 
照度 計 IM-2D を 水平 に 設置 し て 計測 し た . 


生息 地 の 草 原 で 牧草 と し て 栽培 され て いる シロ ツメ クサ Trifolium repens と ゲン Astragalus sinicus 
に 対す る オオ ルリ シジミ の 訪 花 性 に 関す る 調査 は , 1997 年 $ 月 $ 日 と 3 月 10 日 の 2 日 間 , 阿蘇 郡 白水 
村 の 生息 地 に お いて 5mxSm の 方 形 桁 内 で , 8:30 か ら 17 :30 まで 連続 9 時 間 に わ た り 飛 来 し た 個体 
数 を 計測 する こと に より 実施 し た . $ 月 $ 日 の 方 形 要 内 に は , ゲン ゲ 20 頭 状 花 , シロ ツメ クサ 8 頭 状 
花 以 外 の 花 は な く , 5 月 10 Hia, ゲン ダ 6 頭 状 花 , シロ ツメ クサ 30 頭 状 花 以外 の 花 は な か っ た. 


生息 地 に 自生 する 7 種 の 蜜源 植物 の 自然 状態 に お ける オオ ルリ シジミ の 訪 花 頻度 を 比較 する た め , 
1998 ££5 月 4 日 の 7:00 から 18:00 まで の 11 時間 連 続 し て , Fig. 3 に 示す 通り , 阿 魅 郡 白水 村 の 生息 
地 に お いて , 食 草 で ある クラ ラ Sophora flavescens の 自生 する 斜面 か ら 上 直線 距離 に し て 15 m 南 に 離れ 
た 窒 源 植物 の 豊富 な 南 向き 草原 の 斜面 に 10 mx5m の 調査 範囲 を 設定 し , 直接 見 取り 法 に よる 訪 花 頻 
度 に 関す る 調査 を 実施 し た . 調査 範囲 肉 に は , シロ ツメ クサ , マ ア ザ ミ Cirsium  cieboldü, アキ グミ 
Elaeagnus umbellata, AAA 7v" Senecio integrifolius, 二 ガ ナ Ixeris dentata, スミ レ Viola mand- 
shurica, ツマ ノア シ ガ タ Ranunculus japonicus の 1 種 の 蜜源 植物 が 自生 し て いた . BB, それ ぞ れ の 花 
数 は , シロ ツメ クサ (45 頭 状 花 ) マ ア ザ ミ (21 頭 状 花 ) オカ オグ ル マ (9 頭 状 花 )) ニ ガ ナ (22 頭 状 
16), スミ レ 10 花 ., ウマ ノア シ ガ タ 3$ 花 で あっ た . 木 本 で ある アキ グミ は 2 本 あり , ほぼ 満開 の 状態 で 
あっ た . 訪 花 個体 数 の 計測 に あたっ て は , 花 か ら 花 へ 移動 し た 個体 も 新た に 飛来 し た 個体 と と も に 訪 
花 回 数 に 含め た . 





























結果 お よび 考察 
発生 消長 と 気温 お よび 降水 量 と の 関係 


本 種 の 成虫 は , Fig. 4 に 示す 通り , 4 月 下旬 か ら 5 月 上 旬 に 発生 し , 1998 年 を 除い て $ 月 中 旬 に 最大 発 
生 を 迎え た . 1998 年 の 最大 発生 期 が 例年 に 比べ て 速い の は , 4-5 月 の 気温 が 例年 に 比べ て 高かっ た た め 
と 考え られ る . 成虫 の 初見 日 は , 1997 年 が 4 月 29 日 , 1998 年 が 4 月 20 日 か ら 28 日 の 間 , 1999 年 が 5 
月 1 日 で あり , 終 見 日 は , 1997 年 が 5 月 27 H, 1998 年 が 5 月 19 日 , 1999 年 が 6 月 4 日 で あり , 最大 発 
生 期 , 初見 日 , 終 見 日 と も に 1998 年 が や や 速い 傾向 が 見 られ た . 
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Fig. 3. A map showing the distribution of flowers at the surveyed area in Hakusui, Aso, 
Kumamoto Prefecture. ©: Trifolium repens, ©: Ranunclus japonicus, W: ue 











japonicus, A: Ixeris dentata, Y«: Senecio integrifolius, X: Viola mandshurica, 
Elaeagnus umbellata. 





降水 量 の 多少 が 成虫 の 発生 に 与え る 影響 に つい て は , 最大 発生 期 で ある 5 月 中 旬 の 降水 量 が 1997 年 の 
よう に 多い と , 最大 発生 期 の 活動 個体 数 は 少な く , 5 月 中 旬 の 降水 量 が 1999 年 の よう uL a 
大 発生 期 の 活動 個体 数 が 増加 する 傾向 が 見 られ た こと か ら , 最大 発生 期 が 平年 通り 5 月 中 旬 の 場合 , 
月 中 旬 の 降水 量 は その 年 の 成虫 の 発生 と 飛 半 行 動 を 含む 本 種 の 活動 に 大 きく 影響 を 及ぼ し て いる 
えら れる . 気温 に つい て は , 本 種 の 発生 初期 で ある 5 月 上 旬 に 1997 年 の よう な 急激 な 気温 の 低下 が 見 
られ た 年 に は , 平年 に 比べ て 活動 個体 数 が 少な く , この 時 期 の 低温 は 本 種 の 活動 を 阻害 する と 考え ら 
れる . 


1 日 の 飛翔 行 動 の 推移 


本 種 の 飛翔 行動 は , Fig. 5 に 示す 通り 6: 30 頃 か ら 17:30 頃 ま で 見 られ た . 1997 年 $ 月 $ 日 の 場合 , W 
翔 個 体 数 は 9: 30 に 照度 の 低下 に よる 一 時 的 な 低下 が 見 られ , 10:30 に 最大 値 を 示し た . 1999 年 5 月 
22 Hic is v ZUR 1997 年 $ 月 S 日 と 同様 , 10 : 30 に 最大 値 を 示し た が , 13 : 30 に も 飛翔 個体 
数 の 増加 が 観察 され た . 


飛 次 個 体 数 が 最大 値 を 示し た 10 : 30 に お ける 照度 , 気温 , 湿度 は , 1997 年 で は , 94,800 lux, 23.0°C, 6596, 
1999 年 で は , 69,200 lux, 22.0C, 65% で あり , いずれ の 値 も 調査 当日 の 最大 値 で は な か っ た . KS 
(1982) iX, 本 種 の 飛翔 行動 に は 照度 , 気温 , 湿度 の ぃ ずれ も 強く 影響 し て いな いと 報じ て いる が , 本 調 
査 結果 か ら は , 飛翔 個体 数 と 気温 と の 相関 (r=0.4695) お よび 湿度 と の 相関 7=0.242?2) は と も に 朗 
め ら れ な か っ た も の の , 照度 と の 間 に は , 55 レベ ル で 有意 な 正 の 相関 関係 が 認め られ た (Fig. 6). し か 
し な が ら , 1997 年 , 1999 年 と も に 12 : 30 に は , 照度 の 影響 と 関連 づけ 難い 飛翔 個体 数 の 低下 が 観察 き 
れ て いる こと か ら , 飛 凌 行動 は 照度 以外 の 要因 も 影響 し て いる 可能 性 は 否定 で き な い . 本 種 で は , Fig. 
4 に 示す と お り , 5 月 $ 日 前 後 が 本 種 の 発生 の 初期 に あたり , 5 月 22 日 前 後 が 発生 の 最盛 期 に あたる . 
発生 初期 に 本 種 個体 群 に 占め る 雄 の 割合 は 高く , 1997 年 の 5 H 5 日 の 個体 群 の 90% 以上 が 雄 で あっ た . 
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Fig. 4. Seasonal fluctuation of the adult population of Shijimiaeoides divinus asonis at Aso 
Town from 1997 to 1999. 


1999 年 5 月 22 日 は , 発生 の 最盛 期 と な り 雌 の 個体 数 が 増加 し た た め 本 種 の 個体 群 に 占め る 雄 の 割合 は 
4096 前 後 で あっ た . 従っ て , 1997 年 $ AS 日 に は 見 られ な っ た 1999 年 の $ 月 22 日 の 13:30 の 飛翔 活 
動 の 増加 と いっ た 観察 結果 の 違い が 生じ た の は , 本 種 個体 群 に 占め る 雌 の 割合 の 増加 が 影響 し て いる 
と 考え られ , 個体 群 に 占め る 雌雄 の 割合 が 飛翔 行動 に 影響 を 与え て いる 可能 性 が 示唆 きれ た . 飛翔 行 
動 開始 時 刻 に お ける 照度 , 気温 , 湿度 の 影響 に つい て は , 本 種 に 比べ て 成虫 の 活動 域 を 地表 面 近く に 持 
つ シ ジミ チョ ウ 科 の クロ ツバ メシ ジミ Tongeia fischeri の 飛翔 活動 開始 に つい て 秋田 (1979) が , HES 
熱 と 照度 が 飛翔 活動 の 開始 に 強く 影響 し て いる と 報じ て いる . 秋田 (1981) は , 同じ シジミ チョ ウ 科 の 
ヤマ トシ ジミ Pseudozizeeria maha の 飛翔 活動 開始 に は 照度 と 温度 が 括 抗 的 に 働き , 終了 に は 照度 が 支 
配 要 因 で ある と 報じ て いる . 本 種 の 活動 開始 時 刻 に お ける 照度 , 気温 , 湿度 は 1997 年 $ 月 $ 日 7:30 
23, 40,400 lux, 15.5°C, 75%, 1999 年 5 月 22 H 6:30, 13,290 lux, 16.0C, 76%, 2000 年 5 H 25 日 6 : 00, 
10,610 lux, 20.8°C, 82% で あり , 一 定 の 照度 , 気温 , 湿度 に 達する と 本 種 の 活動 が 開始 きれ る と いっ た 現 
REZI NUH 572 6 000, 照度 の 上 昇 は 飛 逆 行動 の 開始 に 影響 し て いる と 考え られ る . 飛翔 行動 
の 終息 時 刻 と 照度 , 気温 , 湿度 は , 1997 年 5 月 5 日 が 17: 30, 22,100 lux, 22.7C, 67%, 1999 年 が 5 月 22 
H 17: 30, 6,980 lux, 18.5*C, 74%, 2000 年 5 月 25 日 が 18 : 00, 7,960 lux, 26.7°C, 70% で あり , 照度 の 低下 は 
飛翔 活動 を 低下 させ た が , 一 定 の 照度 に 低下 する と 飛翔 活動 が 完全 に 停止 する と いっ た 現象 は 観察 さ 
れ な か っ た . 

1 日 の 飛翔 行動 の 時 間 帯 に つい て 大 箇 根 他 (1982) は , 本 州 産 亜 種 の 飛翔 活 動 開始 時 刻 が 8 : 00-9 : 40, 
終了 が 15:00-16:30 で あっ た と 報じ て いる . 九州 産 亜 種 で は 本 州 産 亜 種 に 比べ て 活動 開始 時 刻 は や や 
早く , 終息 時 刻 は や や 遅い 傾向 が 見 られ た . これ は 本 調査 地 の 緯度 が 大 箇 根 ら の 調査 地 よ り 低 いこ と 
か ら 生 じ る 日 照 時 間 な どの 気象 条件 の 違い に よる 影響 と 考え られ る . 


蜜源 植物 の 種類 と 野外 の 自然 状態 に お ける 本 種 の 訪 花 傾向 


村田 他 (1998) iX, 阿 菊 に お ける 本 種 の 蜜源 植物 と し て 8 属 8 種 を 報告 し た が , その 後 , 新た に オオ ジ 
シバ リ Ixeris japonica, = F L dentata, ツマ ノア シ ガ タ Ranunculus japonicus, "vv 4 バラ Rosa 
sambucina, 3 ¥ 329 Lotus corniculatus の 4 属 $ 種 を 確認 し た 結果 , 本 種 の 蜜源 植物 は 12 属 13 種 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


270 


Relative humidity (96) 


Sunlight intensity ( X 103 lux) Air Temperature (°C) 


Number of individuals 


100 f 





PEF e SRS 


1999 








30 r 
25 F 


20 f 





120 [ 
100 
80 
60 
40 | 





Li it 


ーー トー ユー 上 


ーー 

















Fig. 5. 


1 





ー レ ーー トー ーー 上 








Ll ナー ユーー ーー 上 





"S ANS! 











T:30 


9:30 


11:30 


13:30 


19:30 


17:30 5:30 


1 


— Jt it tt 


ーー- 4 





i 





7:30 


Time in a day 


Shijimiaeoides divinus asonis at Aso, Kumamoto Prefecture. 


9:30 11:30 13:30 15:30 17:30 


Relative humidity, air temperature and sunlight intensity for the fluttering activity of 


と な り , AN PERE & TL EE HER O BE © GT tk 17 属 20 種 と な っ た . CN o EID OEC 
Fig. 7 に 示す 通り , マ ア ザ ミ , A R& v, ミヤ マキ リ シ マ Rhododendron kiusianum, 57, ニシ キ ウ ツ 
X Weigela decora な どの 紫色 ., オオ ジ シ バリ , HBF, ウマ ノア シ ガ タ , オカ オグ ル マ の 黄色 。 シ ロ ツ 
メ ク サ や アキ グミ の 白色 の 3 色 に 大 別 で きる . 


田中 (1991) iX, チョ ウ の 訪 花 と 花 の 色 に 関す る 文献 を 解析 し , チョ ウ の 種 に よっ て 花色 選好 指数 が 異 
な っ て いる と 報じ て に いる. また , Miyakawa (1976) iX, モンシロチョウ に つい て 同じ 明度 の 色紙 を 用 い 
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Fig.6. Relationships between sunlight intensity (A), air temperature (B), relative humidity (C) 
and number of fluttering butterflies. 


て 訪 花 習性 を 調査 し た と こうろ, 


紫色 と 青色 の 色紙 に 最も 多く 飛来 し , 次 いで 黄色 , 白色 の 順 で , KE, 


緑 , 赤 へ の 飛来 は 少な か っ た と 報じ て お り , 本 種 も 花 の 色 に よっ て 訪 花 行動 が 異な る 可能 性 が 考え ら 


れ だ た . 


Fig. 8 iX, 本 種 の 野外 の 自然 状態 に お ける 審 源 植物 7 種 に 対す る 本 種 の 1 日 の 訪 花 個体 数 を 調査 し た 結 
果 を 示し て いる . 調査 を 実施 し た 5 月 上 旬 は , 例年 で あれ ば 肉 は ほとん ど 見 られ な い が , 前 述 の 通り , 
1998 年 に お ける 本 種 の 発生 は , 例年 に 比べ て 早く , 調査 時 の 雌 の 割合 は , 既に 調査 個体 群 の 40% に 達 
し て いた . この よう な 条件 下 に お いて 訪 花 個体 数 が 最も 多かっ た の は マ ア ザ ミ で 117 回 , 次 いで シロ 
ツメ クサ 33 回 , スミ レ 9 回, ニ ガ ナ 9 回, オカ オグ ル マ 5 回 , アキ グミ 3 回 の 順 と なり, ウマ ノア シ ガ 
タ へ の 訪 花 は 1 個体 の み で あっ た . 村田 他 (1998) ix, 各 調 査 地 に お ける ルー ト セ ン サ ス 時 の 観 塞 か ら 
シロ ツメ クサ , スミ レ , ミヤ マキ リ シ マ , ゲン ゲ の 4 種 の 蜜源 植物 へ の 訪 花 が 多い と 報じ た が , 本 調査 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


272 HEF > BREE 





Fig.7. The color variation of the visiting flowers by Shijimiaeoides divinus asonis. A: 
Trifolium repens, B: Rhododendron kiusianum, C: Senecio integrifolius, D: Cirsium 
japonicus, E: Viola mandshurica, F: Ixeris dentata, G: Ixeris japonica, H: Elaeagnus 
umbellata, 1: Astragalus sinicus. 


Trifolium repens 
Elaeagnus umbellata 







Cirsium japonicum 


Viola mandshurica 


Shijimiaeoides divinus asonis 


Ranunculus japonicus FKertsdeniata 
Senecio integrifolius 


«—— :1~4 individuals ; «mm 5 ~9 individuals ; 
qmm :10~49 individuals ; SOs individuals 


Fig. 8. Flower visiting relation of adults of Shijimiaeoides divinus asonis in May. Width of 
arrows show the degree of preference of the butterflies. 
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Fig.9. Relative humidity, air temperature and sunlight intensity for the flower visiting activity 
of the adults of Shijimiaeoides divinus asonis on May 5, 1997. A: relative humidity, B: 
air temperature, C: sunlight intensity, D: Astragalus sinicus, E: Trifolium repens. 


結果 か ら , マ ア ザ ミ や シロ ツメ クサ に 比べ スミ レ へ の 訪 花 は 少な い 結 果 と な っ た . これ は , スミ レ の 開 
花 し て いた 場所 が 午後 か ら 日 陰 に な っ た た め と 考え られ る . 


これ ら の 野外 観察 の 結果 を 総合 する と , 本 種 の 訪 花 頻度 は , マ ア ザ ミ な ど 紫 色 の 花 が 最も 高く , 次 いで 
シロ ツメ クサ な どの 白い 花 が 高く , SRI, オカ オグ ル マ , アキ グミ , ウマ ノア シ ガ タ と いっ た 黄色 い 
花 へ の 訪 花 は 紫色 や 白色 の 花 に 比べ て 低い 傾向 に ある と 考え られ る . 蜜源 植物 間 の 移動 に つい て 1998 
年 5 月 4 日 に 本 種 の 移動 頻度 を 計測 し た と ころ , 蜜源 植物 の 種 間 の 移動 は ) シロ ツメ クサ か ら マ アザ 
SDS 10 個体 , マ ア ザ ミ か ら シ ロ ツ メ ク サ が 5 個体 で あり , 蜜源 植物 の 種 間 の 移動 は 少な い 傾向 に あっ 
た . これ に 対し て , 同種 の 蜜源 植物 の 個体 間 の 移動 は マ ア ザ ミ か ら マ アザ ミ が 62 個体 , シ ロ ツ メ ク 
サ か ら シ ロ ツ メ ク サ が 20 個体 で あり , 異種 の 花 問 の 移動 に 比べ て 多い 傾向 が 見 られ た . 同種 の 蜜源 植 
物 間 の 移動 が 多い こと は , 本 種 が , 花 密 の あり か を 学習 する こと を 示し て いる の か も し れ な い . 


ゲン ゲ お よび シロ ツメ クサ へ の 訪 花 習性 


同じ 方 形 梓 内 に 自生 し て いた ゲン ゲ と シロ ツメ クサ へ の 1 日 の 訪 花 行動 を Fig.9 に 示し た . 1997 年 5 
月 $ 日 の ゲン ゲ へ の 訪 花 は , 8 : 30 か ら 16:30 まで 見 られ , 訪 花 個体 数 は , 14 : 30 に 最大 値 を 示し た . 
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Fig. 10. Comparison of the flower visiting activity for Astragalus sinicus and Trifolium repens 
on May 10, 1997. 


開花 数 の 少な か っ た シロ ツメ クサ へ の 訪 花 は , 8 : 30 か ら 13:30 まで は 見 られ ず , ゲン ゲ へ の 訪 花 個体 
数 が 最大 値 を 示し た 14 : 30 に な っ て は じ め て 見 られ た も の の , 訪 花 個体 数 は ゲン ゲ の 1/3 に 留まっ た . 
1997 年 5 月 10 日 の 訪 花 行動 は , 5 月 5 日 と は 逆 に 頭 状 花 数 の 増え た シロ ツメ クサ へ の 訪 花 個体 数 が 増 
BuU. 訪 花 個体 数 の 山 は , 大 きく 1 山 型 を 示し た が , 頭 状 花 数 の 少な く な っ た ゲン ゲ へ の 訪 花 は , KS 
な 訪 花 の 山 の な いな だ ら か な 訪 花 傾向 を 示し た (Fig. 10). 本 種 の 訪 花 個体 数 の 増減 に 及ぼ す 気 象 の 影 
Sw Dv. TC id, 照度 と の 相関 (/=0.4388), 気温 と の 相関 =0.2661), 湿度 と の 相関 (r =0.3076) と も 
明らか な 関係 は 見 られ な か っ た . 


頭 状 花 数 と 訪 花 と の 関係 に つい て は , Sawada & Nishiwaki (1995) が , 長野 県 に お いて シロ ツメ クサ に 
対す る チョ ウ を 含む 花粉 媒介 虫 の 行動 を 観察 し , 頭 状 花 数 と 花粉 媒介 虫 の 総 訪 花 虫 数 と は 高い 相関 関 
係 に ある と 報じ て いる . 本 調査 結果 か ら も , Figs 9, 10 に 示す 通り , Fig. 9 で は 調査 区 内 の 頭 状 花 数 の 多 
か っ た ゲン ゲ に 観察 時 間 帯 を 通じ て より 多く の 訪 花 個体 が 見 られ , Fig. 10 で は , 頭 状 花 数 の 多かっ た 
シロ ツメ クサ へ の 訪 花 が 多かっ た と と が わか る . これ ら の こと か ら , 本 種 は . ゲン ゲ に 対し て も シロ ツ 
メ ク サ に 対し て も 同様 に 好 ん で 訪 花 し, 両 種 開 で は 頭 状 花 数 が 多い 花 に より 多く の 個体 が 集まる 傾向 
が ある と 考え られ る . 


飛翔 個体 数 と 訪 花 個体 数 と の 関係 は , Fig. 11 に 示す よう に 午前 中 は 飛翔 個体 数 , 訪 花 個体 数 共に 多 
か っ た が , 飛翔 個体 数 , 訪 花 個体 数 共に 12:30 か ら 13:30 前 後に 一 度 減少 し た . 一 方 , 訪 花 個体 数 は , 
14 : 30 前 後に 最大 の 山 が 見 られ , 16: 30 頃 ま で 朱 減 し つつ 訪 花 行動 が 観 察 され た . な お , 1997 年 5 月 5 
日 の 個体 群 は , 発生 初期 に あたる た めそ の 90% が 雄 で 占め られ , 雌 の 割合 が 増し た 5 月 10 日 の 訪 花 行 
動 と は 異な っ て お り , 調査 結果 は , 主 に 雄 の 飛 郊 行動 と 訪 花 行動 を 示し て いる . 瀬田 他 (2000) は , 7 
ロア ゲハ Papilio protenor の 訪 花 行動 を 調査 し , 雄 は 雌 に 比べ て は っ きり し た 訪 花 行動 の 山 を 示す と 報 
じ て お り , 本 種 も 同様 の 傾向 を 志す も の と 考え られ る . 
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Fig. 11. Relationships between feeding activity and fluttering activity of the adults of Shi- 


Jimiaeoides divinus asonis on May 5, 1997. A: fluttering activity, B: feeding activity for 
Astragalus sinicus. 


BE L HERRERO ONRI OO RE 


Murphy et al. (1984) iX, ヒョウ モン チョ ツウ の 1 種 , Euphydryas chalcedona に つい て , 幼虫 と 成虫 の 個 
体 数 , 寄主 植物 お よび 蜜源 植物 の 分 布 を 調査 する こと に よっ て , 寄主 植物 も し く は 蜜源 植物 の どちら 
か 一 方 だ けが 分 布 し て いる 地域 より も 共に 分 布 し て いる 地域 の 方 が 幼虫 , 成虫 と も に 個体 数 が 多い こ 
と を 示し , 産卵 に 関し て も , 寄主 植物 の 近く だ 和 審 源 植物 が ある こと が 重要 な 要因 に な っ て いる と 報じ 
て いる . 訪 花 行動 を 調査 し た 調査 地 (Fig. 3) に お いて も , クラ ラ の 自生 地 が 隣接 し て いた た め , 多く の 
訪 花 個 体 を 確認 する こと が で きた と 考え られ る . 


蜜源 植物 の 1 つ で ある シロ ツメ クサ は , 開花 期間 が 成虫 の 発生 期間 で ある 5 月 上 旬 か ら 6 月 下旬 の 全 
期間 に 及 ん で お り 他 の 蜜源 植物 に 比べ て 長い . また , シロ ツメ クサ は , 本 種 の 訪 花 頻度 が 高く , 本 種 の 
生息 地 の 隣 接地 域 に お ける 牧草 兼 蜜源 植物 と し て の 栽培 の 振興 が 必要 で あろ う . また , Miyakawa 
(1976) iX, モン シロ チョ ツウ の 訪 花 活動 に 関す る 観察 か ら , 審 源 植物 が 裸 地 に 点 在 す る の で は な <, 他 の 
雑草 な どの 緑 の 背 景 の 中 に 存在 する と チョ ウ の 訪 花 頻度 が 高まる と 報じ て お り , 食 草 や 蜜源 植物 の あ 
る 場所 の 環境 管理 が 重要 で あろ う . 


これ ら の こと を 考慮 する と , 本 種 を 保護 する た め に は , クラ ラ の 保護 と 共に , 成虫 の 安定 し た 蜜源 確保 
の た め に クラ ラ の 自生 地 近 くに シロ ツメ クサ な どの 訪 花 頻 度 が 比較 的 高く 栽培 し や すい 蜜源 植物 の 群 
落 を 設置 する だ け で は な <, 蜜源 植物 の 背景 と な っ て いる 生息 地 に 自生 する シバ や ネ ザ サ な どの グラ 
ンド カバ ー プ ラン ツ の 保護 も 含め て 考え る 必要 が あろ う . 
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Summary 


The fluttering activity and feeding activity of the adults of Shijimiaeoides divinus asonis, found only in the 
Aso area of Kumamoto Prefecture in Japan, were observed in May 1997, 1998, and 1999. The results are 
summarized as follows: (1) The peak population increased during periods of light rainfall and markedly 
decreased during periods of heavy rainfall. (2) The peak population increased in May, during the 
April-May period of very high temperatures. (3) Fluttering activity was observed from 6 : 30 to 17 : 30, 
peaking around 10:30. (4) Fluttering activity was correlated with sunlight intensity. (5) A total of 13 
species served as nectar sources among which Ixeris japonica, I. dentata, Ranunculus japonicus, Rosa 
sambucina, and Lotus corniculatus were identified for the first time. (6) The flower colors of nectar 
sources were purple, yellow, and white. The favored colors were purple, yellow, and white in order of 
frequency. (7) This butterfly visited nectar plants frequently in descending order of flower color. (8) This 
butterfly may show a preference for feeding on the same flowers rather than different ones. (9) This 
butterfly visited plants with numerous flowers according to observation of Trifolium repens and Astragalus 
sinicus. (10) Fluttering and feeding activities reduced between 12:30 and 13:30. In conclusion to 
maintain the habitat of this butterfly, it is important to conserve Trifolium repens (white clover), as it is a 
favored source of nectar. 
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